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最初に断わっておかなければならないが，本書『ド

イツ小事典jは「地理学Jの本ではない(世間一般
の人々から見れば「地理j. あるいはドイツ語で言う

rLandeskundejの本になるのかもしれないが)。に

もかかわらず評者がここで紹介の筆をとったのは，

本書がドイツを理解するうえで有用であると感じた

ためであり，さらに地理的情報を提供するという仕

事と地理学との関係について考えさせられたからで

ある。前置きはこれくらいにして，本書の紹介に移

りたい。

本書は，一言で言えば，外国人向けのドイツ小百

科事典である。ただ外国人向けとは言っても， ドイ

ツ語で書かれている乙とからわかるように，ドイツ

で生活する外国人を主な読者対象としている。著者

の3人は，本来ロマンス語学やドイツ語学を中心に

学んだ人たちのようである。

見出し語は，評者の言十数によれば，全部で825項目

ある。ただし，見出し語だけがあって，他の語を参

照するよう指示しであるものが，半数以上(約52%)

の426もあるので，実質的には400足らずということ

になる。検索を容易にするためか，見出し語は分野

ごとにまとめず，アルファペット順に配列している。

なお巻末に，ドイツの行政(州県)区分図，教育制

度の図，裁判制度の図，方言分布図が添えられてい

る。

見出し語として挙げられている言葉は，おそらく

rLandeskundejには入るのであろうが，しかし我々

の考える「地理学jとは，ほとんど直接関係のない

ものばかりである。試しに，本文 1頁めに挙がって

いる項目を列挙すると，以下の知くである。「外務

省j.r夜間ギムナジウムj.r議会j.r高校卒業資格

試験j.r職場確保措置j.r防諜機関j.rリストラj.

「枢軸国j.r68年世代j.r全ドイツ自動車クラブ
(ADAC)j. rアーダム=リーゼによればj.r待降節

募金j.r待降節」。
著者の前書きによれば，収録語には五つの柱があ

る。第ーには他言語に訳しえないようなドイツ文化

の語実(景観・風俗習慣・飲食物・礼儀作法など). 

第こにはドイツの政治・行政・経済・文化・社会に

関係する制度・組織・問題の表現，第三にはよく言

及される歴史事項(20世紀を中心に).第四に新聞で

よく使われる略語や慣用表現，そして第五に特記す

べき人名・地名である。

地理学に関係のありそうな用語としては，景観の

関連で「高原放牧地(アルム)j. rアルプスj.r荒野
(ハイデ)j. r泥炭地j.rバルト海岸j.r北海岸」な

どが挙がっている。また地名としては.rバイエル
ンj.rテューリンゲン」などの州名.rラインラン
トj.rシュヴァーペンJなどの地方名，その他「プ
ロイセンj.r東部地域」などがある。ただ，そのよ
うな言葉が全体のごく一部にすぎないことは，上に

述べたとおりである。

我々がドイツについて知ろうとする時，地浬学者

の書いた本をひもとくのは常道である。しかし，そ

れで全部カタがつくというものでもないことも，ま

た事実である。地理学者の書く「ドイツ地理Jは，
fドイツ」の一面にすぎない。歴史・政治・経済・
日常生活などなど，ドイツは様々な側面を持つ。我々

がドイツについて知りたいと思う時，それはドイツ

の食物についてかもしれないし，あるいはドイツの

歴史についてかもしれない。そういう知識欲を満た

してくれるハンディな1冊として，本書を位置づけ

ることができる。

しかしながら，こういうドイツ事情の紹介という

仕事において， (博物学の伝統を捨て去った)現代の

地理学がどこまで存在意義を持ちうるのかという点

についても考えさせられる。たとえば，本書の著者

は語学(文学)畑の人であり，内容的にもいわゆる

地理用語は地名などごく一部である。最近日本で出

版されているこの手のドイツ紹介本1)でも，地理の影

の薄さを見るにつけ，その感を深くする。

なお本書は，同じ出版社の「世界の国々」シリー

ズの55冊めである。アイルランドから始まる同シリー

ズには，日本の巻もすでに収められている九
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